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広報

５年に１度、中山の町を山笠が練り歩く
　八剣神社遷宮神幸祭は、およそ400年の歴史を持つ伝統行事です。 
５月３、４日の 5 年ぶりのお祭りでは、各々の家で守られてきた
数々の神具や神輿、各地区で趣向を凝らした山笠が盛大に町を 
練り歩きました。
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防
災

情報は命綱 !!

災害から身を守る
　もうすぐ、梅雨のシーズン。日本列島にたくさんの雨を
もたらす自然の営みですが、良いことばかりではありませ
ん。台風やゲリラ豪雨などで、猛烈な風と大量の雨により、
甚大な被害をもたらす厄介者でもあります。
　海、川、山などいつもは私たちを快く受け入れてくれる
大自然も、大雨や台風のときには、一転して私たちの命を
脅かす凶暴な一面をのぞかせます。荒れた天候のときには
なるべく外出を控え、テレビやラジオ、インターネットで
最新の気象情報を知り、自然災害に備えましょう。

大
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
準

備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
最
近
は
気
象
予
報
の

精
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
て
、
テ
レ
ビ
や
携
帯

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
簡
単

に
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ど
の
程
度
の
雨
が
降

る
か
、
台
風
な
ど
が
い
つ
、

ど
れ
く
ら
い
の
規
模
の
も
の

な
の
か
な
ど
、
前
も
っ
て
把

握
で
き
る
情
報
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
、

雨
・
風
が
強
く
な
る
前
に
屋

根
や
窓
の
補
強
を
し
た
り
、

風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の

を
固
定
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

毎
年
、
豪
雨
の
中
で
避
難

途
中
に
流
さ
れ
た
り
、
屋
根

の
補
強
中
に
誤
っ
て
転
落
し

た
り
し
て
命
を
落
と
し
た
と

い
う
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

非
常
時
に
な
っ
て
慌
て
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
日

ご
ろ
か
ら
自
然
災
害
へ
の
備

え
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

備える

備えあれば憂いなし

▶飲料水　水道が止まった
ときのために備えましょう。
ペットボトル入りのものが
持ち運びにも便利です。

▶救急薬品　ばんそうこうや
消毒液などちょっとしたケガ
のために。常備薬がある場合
は一緒に用意しておきましょう。

▶非常食　調理せずに食べ
られるものを。消費期限が
あるので定期的な交換も必
要です。

▶携帯ラジオ　停電時の情報
収集に必要です。ＡＭとＦＭ
の両方を聞けるものが便利。
予備の電池も忘れずに。

▶ヘルメット（防災ずきん）
落下物や飛来物、転倒事故
から頭を守ります。

▶その他　現金やライター、
身分証明書のコピー、軍手、
衣類があると便利です。避難
時にも役立ちます。

▶懐中電灯　停電時や夜間
の避難時に必要。予備の電
池も忘れずに。

これだけは
そろえておきたい

防災グッズ
水道や電気などのライフラ
インが止まったり、避難が
必要になったときのために、
最低限のものは準備してお
きましょう。
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避
難
所
を

ご
存
じ
で
す
か
？

確災
害
時
に
備
え
、
鞍
手
町

で
は
公
共
施
設
や
町
立
の
学

校
を
避
難
所
に
指
定
し
て
い

ま
す
。
自
分
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
避
難
所
を
確
か
め
て
、

非
常
時
に
は
速
や
か
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
の
と
き
は
、
近

所
の
高
齢
者
や
体
が
不
自
由

な
人
な
ど
に
も
声
を
か
け
、

地
域
で
助
け
合
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

町
内
の
避
難
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。
一
度
、
自
宅
近

く
の
避
難
所
を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

かめる

町内にある12か所の避難所

防
災
行
政
用
無
線

防
災
メ
ー
ル・ま
も
る
く
ん

情報を得る

古月地区

 ❶ 豊翔館

 ❷ 古月小学校

剣地区

❸ 剣北小学校

❹ 鞍手町中央公民館

❺ 鞍手町立体育館

❻ 鞍手町立武道館

❼ 剣南小学校

❽ 鞍手中学校

西川地区

❾ 新延小学校

� 鞍手町総合福祉センター

� 西川小学校

� 室木小学校

●

❶ ❷

❸ ❹❺❻
❼ ❽❾

�

�

�

鞍手町役場
↙

◉災害時は、いつも通っている道が通れないことも
あります。もしものときに慌てなくていいよう、
避難所までの別の道も確認しておきましょう。

気象情報、防災・安全情報のほか、徘徊・行方不明者情報を入手することができます。
▶防災メール・まもるくんの詳しい情報
　ホームページ　http://www.bousai.pref.fukuoka.jp
▶防災メール・まもるくんへの登録
　携　帯　　　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
●問い合わせ　福岡県総務部防災危機管理局防災企画課防災情報係
　☎（０９２）６４３局３１１４番まで

※避難準備・高齢者等避難開始…人的被害の発生する可能性が高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難の準備や自主避難を求め、
特に避難時に時間を要する住民には避難所等への避難を求めるものです。

※避難勧告…人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難所等への避難を求めるものです。
※避難指示…人的被害の発生する危険性が非常に高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難所等への避難を強く求めるものです。

防災や気象についての情報を得る

防
災
行
政
用
無
線

　

町
で
は
、
町
民
の
生
命
や

安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
な

緊
急
情
報
を
迅
速
に
伝
達
で

き
る
「
防
災
行
政
用
無
線
」

を
町
内
24
か
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
無
線
で
は
、

防
災
情
報
な
ど
を
放
送
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
日
正
午
と
午
後

５
時
に
試
験
放
送
を
兼
ね
た

メ
ロ
デ
ィ
で
の
時
報
を
放
送

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務

課
庶
務
管
財
係
☎
４
２
局

２
１
１
１
番
ま
で

防
災
メ
ー
ル

ま
も
る
く
ん

　

防
災
メ
ー
ル
で
、
福
岡
県

が
県
内
の
防
災
や
気
象
に
関

す
る
情
報
な
ど
を
登
録
者

に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
登
録
は
無
料
で
す
。

▽
気
象
情
報

　

県
内
の
気
象
に
関
す
る
注

意
報
や
警
報
、
台
風
情
報
、

地
震
情
報
な
ど
を
受
信
で
き

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
に

受
信
レ
ベ
ル
を
設
定
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
警
報

以
上
で
受
信
す
る
こ
と
や
震

度
４
以
上
の
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
受
信
す
る
な
ど
、

細
か
く
設
定
で
き
ま
す
。

▽
防
災
・
安
全
情
報

　

県
や
市
町
村
が
把
握
し
て

い
る
情
報
を
受
信
で
き
ま
す
。

河
川
の
は
ん
濫
や
土
砂
災
害

の
恐
れ
な
ど
、
災
害
予
防
に

役
立
つ
情
報
や
「
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
」「
避

難
勧
告
」「
避
難
指
示
」（
※
）

の
情
報
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

▽
徘
徊
・
行
方
不
明
者
情
報

　

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
等
で

行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
高

齢
者
の
早
期
発
見
・
早
期
保

護
を
図
る
た
め
、「
徘
徊
・
行

方
不
明
者
情
報
」
の
配
信
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

認
知
症
の
高
齢
者
等
が
徘
徊

で
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
き

に
、メ
ー
ル
配
信
を
し
た
場
合
、

メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
人
が
捜

査
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
行
方

不
明
者
の
早
期
発
見
・
早
期

保
護
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「防災メール・まもるくん」への
アクセスにご利用ください。
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まちの話題 My Town Topics

兼
か ね た け

竹彪
ひ ゅ う が

嘉くん
平成29年６月８日生まれ

家族みんなの癒し系アイドル�こ
れからもニコニコ、彪くんらしく
育ってね�（父　琢也さん・母　絵
里香さん・中山）

松
ま つ も と

本悠
ゆ う か

果ちゃん
平成28年６月７日生まれ

悠果ちゃん２歳のお誕生日おめで
とう。みんなに可愛がれてとてもう
れしいね。歌を歌ったり踊ったり仕
草がとても可愛くて家族の癒しの
存在です。これからも大好きな千佳
お姉ちゃんと仲良く古月保育所の
お友だちとも楽しい思い出を作っ
て素敵な女の子に成長していって
ね。（父　竜太さん・母　桃子さん・
古門）

　５月 13 日、中央公民館で第 27 回くらて芸能まつりが行
われました。この日会場には、くらての芸能人たちを一目
見ようと多くの人が訪れ、午前 10 時の開演時にはほぼ満
席状態に。コーラスや銭太鼓、フラダンス、舞踊、民謡な
ど今年も多くの演目があり、出演者たちは日ごろの練習の
成果を存分に発揮。その姿を見て、来場者からは惜しみな
い拍手や歓声が送られていました。出演者も来場者もまつ
りを堪能することができたようです。

日頃の練習の成果を発揮して
▶中央公民館で第 27 回くらて芸能まつり

　４月 24 日、くらてブロックチェーンビレッジ発表会見
が行われ、鞍手町とくらてブロックチェーンビレッジ株式
会社の間で立地協定が締結されました。同社は、平成 30
年３月末で廃止となった「くらじの郷 福祉棟」を拠点とし、
仮想通貨の取引などで使われるブロックチェーン技術をそ
の他の分野にも活用できるよう、エンジニアの育成や業務
の受注に取り組んでいきます。
　町は、行政手続きのほか、商工業や農業、環境、公共交
通など幅広い分野における地域の課題解決にこの技術を活
かすため、同社と連携して実証実験を進めていく予定です。

最先端技術で地方創生
▶くらてブロックチェーンビレッジ発表会見

　４月 22 日、MT ハーフリレーマラソン実行委員会主催の
第３回鞍手町ハーフリレーマラソンが行われました。競技内
容は、町民グラウンドをスタートし、鞍手中学校のグラウン
ドを１周して町民グラウンドまで戻る１周 1.5km のコース
をチームで 14 周＋ 97.5m を走るというもの。大会には小
さな子どもから大人まで総勢 700 人を超えるランナーが出
場し、健脚を競いました。また、長距離走を専門とし、世界
陸上等への出場経験を持つ三津谷 祐さんがゲストランナー
として出場し、観客の声援を集めていました。

700人超が健脚競う
▶町民グラウンド周辺で第３回鞍手町ハーフリレーマラソン
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Happy birthday to you.
６月生まれ

Happy birthday to you.

すくすく日記
▶お待ちしています
　広報「すくすく日記」のコーナー
では、発行月に誕生日を迎える
満３歳までのちびっ子を募集し
ています。７月生まれは、６月
11日（月）までにお申し込み
ください。申し込みや問い合わ
せは、役場政策推進課政策係☎
４２局２１１１番（jouhou@
town.kurate.lg.jp）まで。

　５月３日、八剣神社遷宮神幸祭が行われ、町指定文化財
の山ヶ崎道中楽などを先頭に威勢よく山笠が曳

ひ

かれました。
「ドドン、ドドン、ドドン……」と太鼓の音とともに立林、
中山本村、上新橋、中本町、本町の５つの山笠が八剣神社
を出発。途中、山笠のかき棒を大きく上下に揺する「がぶり」
を披露しながら本町の御

お ち ゅ う れ ん じ ょ う さ い

駐輦場祭の場所まで練り歩きまし
た。この祭りは５年ごとに行われており、今年も青空の下

もと

、
曳
ひ

き手たちの勇壮な姿が沿道の人たちを魅了していました。
４日には役場から出発し、やすらぎ園を訪問。その後は、
八剣神社までの道のりを賑わせていました。

風格ある伝統行事
▶八剣神社遷宮神幸祭



2018.６−６

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

地
域
子
育
て
支
援
行
事

劇
団
バ
ク
の
人
形
劇

「
花
さ
か
じ
い
さ
ん
」を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
�

●
町
立
保
育
所

７
月
８
日
、
町
立
保
育
所

主
催
の
地
域
子
育
て
支
援
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年

は
「
劇
団
バ
ク
」
の
人
形
劇

で
す
。
楽
し
い
歌
や
手
遊
び
も
あ
り
ま
す
よ
。
親

子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
立
保
育
所
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
人
（
地
域
の

皆
さ
ん
）
も
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き　

７
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら 

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟

●
入
場
料　

無
料
（
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

　

剣
第
一
保
育
所
☎
４
２
局
０
３
０
１
番
、
西
川
第

一
保
育
所
☎
４
２
局
０
２
７
８
番
、
古
月
保
育
所

☎
４
２
局
０
２
７
７
番
ま
で

筑
豊
地
区
空
手
大
会
で
優
勝
�

県
大
会
に
出
場
し
ま
す

●
聖
武
館
館
長
・
安
武
直
美

人
権
教
育
学
級
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

４
月
22
日
、
第
56
回
筑
豊
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
が
田
川

市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
高
校
・
一
般
女
子
形
で
優
勝
し
た
吉
永
陽
子
さ
ん
は
、

筑
豊
地
区
代
表
と
し
て
国
体
予
選
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

●
高
校
・
一
般
女
子
形　

▽
優
勝
＝
吉
永
陽
子

●
小
学
２
年
生
男
子
形　

▽
準
優
勝
＝
梶
栗
大
雅

●
小
学
２
年
生
男
子
組
手　

▽
３
位
＝
梶
栗
大
雅

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で
は
次
の
と
お
り
、
２
０
１
８
年
度
鞍
手

町
人
権
教
育
学
級
を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
課
題
や
各
分
野
で
の
取
組
に
つ
い
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
学
習
内
容
・
日
時　

左
表
の
と
お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
２
時
か
ら
１
時
間
30
分
程
度

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階　

研
修
室
１

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学

習
係
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま

で

森  恵津子さん
（新北）クラフト

ハーブリースを作成しました。テーマは
「動」。使用しているのは自宅の庭で育てた
ハーブで、レモンユーカリ、アジサイ、ミ
ニバラのドライフラワーです。（大きさ：
縦60cm、横64cm）

とき 講師 学習テーマ

第
１
回

６月５日
（火）

北九州キャリア教育
落水洋介さん

病気をしたけど
今が一番幸せ

第
２
回

６月 12 日
（火）

フードバンク北九州
ライフアゲイン代表
原田昌樹さん

子どもの貧困と
フードバンク活動

第
３
回

６月 20 日
（水）

元・西日本新聞社
編集局長

稲積謙次郎さん

部落差別解消法
成立の意義と課題

第
４
回

６月 26 日
（火）

フリーアナウンサー
松本久美子さん

福ことば・毒ことば・
置きことば

『
花
さ
か
じ
い
さ
ん
』の
あ
ら
す
じ

あ
る
日
、
や
さ
し
い
お
じ
い
さ
ん
が
、
飼
い
犬

の
シ
ロ
を
連
れ
て
散
歩
し
て
い
る
と
、
裏
山
の

あ
た
り
で
シ
ロ
が
「
こ
こ
掘
れ
ワ
ン
ワ
ン
」
と

ほ
え
ま
し
た
。
な
ん
と
そ
こ
に
は
大
判
小
判
が

ザ
ッ
ク
ザ
ク
。
そ
れ
を
知
っ
た
と
な
り
の
欲
張

り
じ
い
さ
ん
が
、
自
分
も
小
判
を
得
よ
う
と 

や
さ
し
い
お
じ
い
さ
ん
か
ら

シ
ロ
を
借
り
ま
し
た
。

シ
ロ
を
無
理
や
り
連
れ

出
し
て
、
ほ
え
た
場

所
を
掘
っ
て
み
る
と

‥
‥
。

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人
権
意

識
の
向
上
を
め
ざ
す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、
次
の

と
お
り
鞍
手
町
人
権
子
ど
も
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人

権
学
習
や
自
学
学
習
、
様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
お
り
、

随
時
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
教
育
課
生
涯
学
習
係
☎
４
２

局
７
２
０
０
番
ま
で

人
権
子
ど
も
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
各
小
・
中
学
校
で
人

権
問
題
地
区
学
習
会
を
行
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
に

か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
６
月
の
開
催

日
・
講
師
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
新
延
小
学
校　

▽
と
き
＝
６
月
23
日
（
土
）
午
前
９

時
45
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
▽
講
師
＝
黒
塚
智
幸
さ
ん

（
製
鉄
記
念
八
幡
病
院　

理
学
療
法
士
）

●
剣
北
小
学
校　

▽
と
き
＝
６
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
ま
で
▽
講
師
＝
詩う

ー
た太（
詩
人・ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
教
育
課
生
涯
学
習
係
☎
４
２

局
７
２
０
０
番
ま
で

人
権
問
題
地
区
学
習
会
を
行
い
ま
す

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会
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Relay Essay

鞍
手
町
に
来
て
６
年
目
。
来
た
当
初
は
、

道
も
わ
か
ら
ず
本
当
に
何
も
な
い
所
だ
な

と
思
い
な
が
ら
、
道
を
覚
え
る
の
が
大
変

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。知
り
合
い

と
い
う
と
主
人
の
友
人
の
数
人
で
、
本
当

に
主
人
が
頼
み
の
綱
で
し
た
。
そ
ん
な
私

を
、主
人
が
い
つ
も
い
ろ
い
ろ
な
方
に
会
わ

る
心
強
い
お
姉
さ
ま
や
友
人
が
で
き
、
私

に
と
っ
て
の
「
宝
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
生
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
思
う

こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
も
あ
り

ま
し
た
が
、
子
育
て
も
終
わ
り
、
か
わ
い

い
孫
と
愛
犬
５
匹
に
囲
ま
れ
て
、
幸
せ
な

日
々
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
中
で
私

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
泣
い
て
も
病

は
治
ら
な
い
の
だ
か
ら
笑
い
な
が
ら
日
々

を
過
ご
そ
う
と
決
め
ま
し
た
。「
あ
な
た
と

笑
え
ば
幸
せ
２
倍
、笑
い
は
人
を
潤
す
」
こ

ん
な
私
を
支
え
て
く
れ
る
主
人
を
、
私
も

ま
た
支
え
て
い
く
こ
と
が
私
の
残
り
の
人

生
の
テ
ー
マ
で
す
。何
も
な
い
と
思
っ
て
い

せ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、今
で
は
た
く
さ
ん

の
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。主
人
の

周
り
の
方
は
協
力
し
合
う
、助
け
合
う
、み

ん
な
で
楽
し
む
と
い
っ
た
よ
う
に
家
族
の

よ
う
な
、
親
戚
の
よ
う
な
存
在
の
方
ば
か

り
な
の
で
、
今
で
は
、
主
人
が
一
緒
で
な
く

て
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
誘
っ
て
く
だ
さ

に
あ
る
病
が
見
つ
か
り
、
家
族
や
友
人
に

心
配
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
が
、私
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
気
遣
っ
て

い
た
だ
き
本
当
に
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
気
持
ち
を
「
力
」
に

変
え
て
前
向
き
に
病
と
上
手
く
付
き
合
っ

た
鞍
手
町
で
し
た
が
、
今
で
は
家
族
の
よ

う
に
大
切
な
方
た
ち
で
あ
ふ
れ
て
い
る
町

に
変
わ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
夫
婦
に
と
っ

て
「
宝
」
の
皆
様
、あ
り
が
と
う
、そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
村
由
貴
子
さ
ん
（
八
尋
・
49
歳
）

VOL
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み 奈木野ツヤ子さん
（中山）

権藤よし子さん
（木洩れ日俳句会）俳句

彼岸が来ると地
区に祀ってあるお
地蔵さんにお遍路
さんがお参りにな
ります。地区の婦
人たちでお接待し
ます。このごろは、
お参りが平日のた
めか子遍路が少な
くなり寂しく感じ
ます。

子
遍
路
の  

合
掌
の
手
に  

菓
子
袋

パイナップルあみの
ベストです。バストラ
インで切り替え、上の
パイナップル模様は
小さく、下は大きな模
様で編んでみました。
ステキなベストが出
来上がりました。

み
ん
な
で
楽
し
く

「
第
九
」を
う
た
い
ま
せ
ん
か
？

●
第
九
ｉ
ｎ
み
や
わ
か
実
行
委
員
会

直
鞍
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
、
８
１
８
人
で
歌
お
う
と
進
め

て
い
る
「
ハ
ー
ト 
ト
ゥ 

ハ
ー
ト 

第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
を
日
本
語
で
楽
し
く
う
た

い
ま
す
。
初
心
者
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

●
練
習
日
時　

７
月
以
降
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

ま
で
（
８
月
中
旬
以
降
は
日
曜
日
も
行
い
ま
す
）　

※
練
習
は
都
合

に
合
わ
せ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い

●
練
習
会
場　

中
央
公
民
館
等

●
参
加
費　

５
千
円
（
大
学
生
以
下
は
無
料
）

●
公
演
日
時　

12
月
24
日
（
月
・
祝
）
午
後
２
時
か
ら

●
公
演
会
場　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た

●
問
い
合
わ
せ　

第
九
ｉ
ｎ
み
や
わ
か
実
行
委
員
会
（
加
護
）
☎
（
０

９
０
）
１
１
４
３
局
２
５
９
５
番
ま
で

小
学
生
柔
道
大
会
で
好
成
績
�

今
年
も
多
く
の
選
手
が
集
ま
り
ま
し
た

●
鞍
手
武
道
館
柔
道
ク
ラ
ブ
代
表
・
髙
﨑
慶
司

４
月
15
日
、
鞍
手
町
立
体
育
館
に
て

第
15
回
鞍
手
武
道
館
少
年
柔
道
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
県
内
25
チ
ー
ム

４
９
０
人
の
選
手
が
集
ま
り
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
鞍
手
武
道
館
柔
道

ク
ラ
ブ
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
団
体
の
部　

▽
敢
闘
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

＝
福
本
琉
南
（
室
木
小
２
年
）、
加
藤
諒
、
新
見
怜
央
（
西

川
小
５
年
）、
藤
野
玄
遠
（
剣
北
小
６
年
）

●
小
学
６
年
男
子
の
部　

▽
３
位
＝
花
田
涼
輔
（
古
月
小
）

●
小
学
１
・
２
年
女
子
の
部　

▽
優
勝
＝
福
本
琉
南
（
室
木
小
）

▽
敢
闘
賞
＝
小
川
あ
ゆ
（
剣
北
小
）、立
花
ひ
か
る
（
新
延
小
）

次
回
は
、
池
田
鮎
美
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／６月の休館日は、６日（水）です／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください
／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）

「この世で一番の兵を探している」捷足の達人・
道鬼斎は、天下に静謐をもたらす男を探し諸
国をめぐる。勇敢な猛将も、臆病な天下人も、
愚直な武士もいた。桶狭間の戦いから大坂の
陣まで、戦国の六大決戦を渡り歩いた道鬼
斎が辿り着く、“まことの兵”とは。

兵（つわもの）
作＝木下昌輝

一般の本
・愛と家事（作＝太田明日香）
・俳句、やめられません季節の言葉と暮らす幸せ（作

＝岸本葉子）
・木曜日にはココアを（作＝青山美智子）

　中央公民館の窓口と図書コーナーに本を探すこ
とができるタッチパネルを配置しています。
　タッチパネルを使うと、本の配置図や棚番号が
表示され、簡単に本を見つけることができます！
※鞍手町のホームページ（トップページの蔵書検

索バナーから）でも本を探すことができます。

子どもの本
・いきもの特急カール（作＝木内達郎）
・くまパンダものがたり（作＝ DAIGO）
・ルソンバンの大奇術（作＝牡丹靖佳）

犬のネルは、誰もがみんな知っている
鼻がよくきく名探偵。なくした靴の片
っぽでも、飛んでったボールでも、た
ちまちかぎつけて見つけ出す。ある
日、飼い主のピーターと学校へ。と
ころが教室で事件が発生！探偵ネル
はさっそくあたりを嗅ぎまわる…。

ネルはいぬのめいたんてい
作＝ジュリア・ドナルドソン

今月新しく入りました。

図書室のシステムを紹介します！

中でもこの本がオススメです。

読みたい本がすぐに見つかります。

※６月の新刊は、１日（金）から貸し出します。

これは中央公民館窓口と図書コーナーに設置
しているタッチパネルの図書検索画面です。
小さな子どもでも使いやすいようにひらがな
のみの表示にも対応しています。
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いきいき
健康
だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての

お知らせです HealthINFORMATION

乳幼児健診・相談

献血のお知らせ
一般献血を次のとおり行います。皆さん、ご協力

ください。
● とき　６月 11 日（月）午前９時から正午まで及

び午後１時から４時まで
● 対象者　18 歳から 69 歳までの人（65 歳以上の人

は 60 歳から 64 歳までに献血経験がある人。男女
とも体重が 50㎏以上の人）

● ところ　役場玄関前
● 問い合わせ　役場保険健康課健康増進係まで

　総合健診（　　　 ）のお知らせ
生活習慣病予防のためにも年に１度は必ず健診を

受け、健康づくりに取り組みましょう。
● とき　７月８日（日）、９日（月）、10 日（火）
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで
● 申込方法　健診を希望する人には申込書を送付し

ますので、電話でご連絡ください。申込書には必
要事項を記入し、希望する健診日の 1 か月前まで
に返送してください

● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・
大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎
ウィルス）、結核検診、特定健診、基本健診

● 申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

特 定 健 診
各種がん検診

５月31日～６月６日は「禁煙週間」です
　毎年 5 月 31 日は世界保健機関（WHO）が禁煙を
推進するための記念日として全世界に呼びかけてい
る「世界禁煙デー」です。日本ではこの日からの一
週間を「禁煙週間」と定めています。
　WHO は今年の標語を「タバコと心臓病」と発表
しました。喫煙および受動喫煙は心血管死の主な原
因の一つです。「禁煙し、受動喫煙を避けること」は
心筋梗塞や脳卒中にならないために最も重要な予防
法として、動脈硬化性疾患予防ガイドラインにおい
ても強く推奨されています。タバコを吸う人は、こ
の機会に禁煙を始めてみませんか？

母子健康手帳の交付
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で。必ず妊婦本人がお越しください。日程の都合
がつかない場合はご相談ください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番

号カードまたは個人番号通知カードと本人確認が
できるもの（運転免許証等）

家族や周りの人が突然倒れてしまったとき、心肺
蘇生法を知っていれば救急車が到着するまでの間に
適切な処置ができます。消防署員による救命講習会
を次のとおり行いますので、積極的に参加し、もし
ものときに備えておきましょう。
● とき　６月 14 日（木）午前 10 時 30 分から
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　心肺蘇生法、AED の使い方など
● 申し込み　総合福祉センターまで（託児を希望す

る人は、申し込みの際に伝えてください）

救命講習会を行います

　６月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など
区　分 期　日 対象児

４か月健診 ６月14日㈭ 平成 30 年 1 月 18 日から
平成 30 年 2 月 14 日生まれ

７か月健診
６月28日㈭

平成 29 年 10 月 27 日から
平成 29 年 11 月 30 日生まれ

12 か月健診 平成 29 年 6 月 1 日から
平成 29 年 6 月 30 日生まれ

１歳半健診
６月７日㈭

平成 28 年 11 月 11 日から
平成 28 年 12 月 7 日生まれ

３歳健診 平成 27 年 5 月 11 日から
平成 27 年 6 月 7 日生まれ

乳幼児相談 ６月12日㈫ 平成 30 年 3 月 10 日から
平成 30 年 4 月 13 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。
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国民年金からの
お知らせです 年金の

そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

◈制度の対象となる所得の基準

◈申請方法

①免除（全額免除・一部免除）制度

②納付猶予制度

　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合に保険料が全額または一部免除されます。
なお、一部免除の場合は減額された保険料を期限内に納めなければ「未納」期間扱いになります。

　50 歳未満の人で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に保険料の納付が猶予されます。
　※平成 28 年６月以前の期間は、30 歳未満であった期間が対象となります。

　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること。

　平成 30 年度の免除・納付猶予の申請は、７月から受付を開始し、平成 30 年７月分から平成 31 年６月
分までの期間を対象として審査が行われます。
　年金手帳、印かんをお持ちのうえ、役場保険健康課国保年金係または直方年金事務所（☎２２局
０８９１番）など最寄りの年金事務所で申請してください。
※失業特例により、前年度までに失業した人の所得額を失業後の期間は０として審査することができます。
　特例に該当する場合は、「離職票」または「雇用保険受給資格者証」などの写しが必要です。

　保険料の免除、納付猶予、学生納付特例の承認を受けた期間がある場合、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け取
る年金額が少なくなります。これを補うために、10 年以内であれば後から保険料を納めること（追納）ができ、納めると年
金額は減少しません（老齢基礎年金を受け取っている人は追納できません）。
※免除等の承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納する場合は、当時の保険料に一定額が加算されます。

区分 計算式
全額免除・納付猶予 （扶養親族等の数＋１） × 35 万円 ＋ 22 万円

3/4 免除 78 万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等
半額免除 118 万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等
1/4 免除 158 万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等

国民年金保険料免除・納付猶予制度
― ご存知ですか？ ―

　国民年金第１号の被保険者は、毎月の保険料を納める必要があります。もしも収入の減少や失業等によっ
て保険料を納めることが困難になった場合、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）
や障害、死亡といった不測の事態が生じたときに「障害年金」、「遺族年金」を受け取ることができない場
合があります。
　そのような状況を防ぐため、被保険者本人が申請することで保険料が「免除」または「猶予」される制
度があります。

免除期間の保険料は、後から納めることができます

SupportCOMMENT
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税務の
そこが知りたい
役場賦課係☎42局2111番

年金特別
徴収制度の

解説です COMMENTSupport
公的年金などの所得に係る個人住民税（町民税・県民税）は原則、年金からの天引き（特別徴収）

となります。対象者は、翌年度以降の住民税も年金特別徴収が原則となります。

65歳以上の公的年金等所得に係る住民税は

「年金特別徴収」

　年金特別徴収の対象者は、平成 30 年４月１日現在 65 歳以上の公的年金受給者で、前年
中の年金所得に係る住民税の納税義務がある人です。 ただし、「介護保険料が年金から特別
徴収されていない人」「徴収される住民税が対象となる年金の額を超える人」などは対象に
なりません。また、年金特別徴収は本人の希望による選択ができません。

　年金から特別徴収されるのは、公的年金などに係る個人住民税です。給与所得や不動産
所得など、公的年金以外の所得に係る住民税は、給与からの特別徴収または普通徴収（納
付書や口座振替）による納付となります。

　特別徴収を開始する最初の年度は、年税額の２分の１に相当する額を、第１期（６月）・
第２期（８月）に普通徴収（納付書や口座振替）で納付します。残りの２分の１に相当す
る額は、 10 月・12 月・２月の年金から特別徴収となります。

A
答え

A
答え

A
答え

公的年金からの特別徴収の対象者は？ Q
疑問

Q
疑問

Q
疑問

公的年金収入のほかに、給与所得と不動産所得があります。
公的年金以外の所得に係る住民税も年金から特別徴収されるのですか？ 

初めて年金特別徴収となります。納付方法はどのようになりますか？ 

期（月） 納付方法 税額
第１期（平成 30 年６月）

普通徴収（納付書または口座振替）
15,000 円

第２期（平成 30 年８月） 15,000 円
平成 30 年 10 月

特別徴収（年金から天引き）
10,000 円

平成 30 年 12 月 10,000 円
平成 31 年 ２ 月 10,000 円

（例）平成 30 年度の年税額が６万円の場合

～ 年金特別徴収               　　　           　　～AQ＆



福祉の
そこが知りたい

高齢者支援係☎42局2111番

介護保険料の
お知らせですWelfareINFORMATION

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

■平成 30 年度の介護保険料　　　   　　　　　                            （単位：円）

所得
段階 対象者 基準額に

乗じる割合
年額

保険料

１ 非
課
税
世
帯

生活保護の受給者及び老齢福祉年金受給者の人または公的年金
等収入額と合計所得金額等（※１）の合計額が 80万円以下の人 0.45 33,463

２

公的年金等収入
額と合計所得金
額等（※１）の
合計額が

80万円を超え 120万円以下の人 0.75 55,771
３ 120万円を超える人　　　　　　 0.75 55,771
４ 課

税
世
帯

80万円以下の人　　　　　　　 0.90 66,925

５ 80万円を超える人　　　　　　 （基準額）
1.00 74,361

６

本
人
課
税

合
計
所
得
金
額
か
ら
特
別
控
除
額
（
※
２
）
を
引
い
た
額
が

120万円未満の人　 　　　　　 1.20 89,233
７ 120万円以上 200万円未満の人 1.35 100,387
８ 200万円以上 300万円未満の人 1.60 118,978
９ 300万円以上 320万円未満の人 1.65 122,696
10 320万円以上 340万円未満の人 1.70 126,414
11 340万円以上 360万円未満の人 1.75 130,132
12 360万円以上 380万円未満の人 1.80 133,850
13 380万円以上 400万円未満の人 1.85 137,568
14 400万円以上 420万円未満の人 1.90 141,286
15 420万円以上 440万円未満の人 1.95 145,004
16 440万円以上 460万円未満の人 2.00 148,722
17 460万円以上 480万円未満の人 2.05 152,440
18 480万円以上 500万円未満の人 2.10 156,158
19 500万円以上 520万円未満の人 2.15 159,876
20 520万円以上 540万円未満の人 2.20 163,594
21 540万円以上 560万円未満の人 2.25 167,312
22 560万円以上 580万円未満の人 2.30 171,030
23 580万円以上 600万円未満の人 2.35 174,748
24 600万円以上 800万円未満の人 2.40 178,466
25 800万円以上の人　 　　　　　 2.50 185,903

（
本
人
非
課
税
）

（※１）合計所得金額等とは、「合計所得金額－特別控除額（※２）－年金所得額」です。この金額が 
０円以下の場合は０円とみなします。

（※２）特別控除額とは、長期譲渡所得及び短期譲渡所得にかかる特別控除額のことです。詳しくは 
お問い合わせください。

平
成
30
年
度
の
市
町
村
民

税
等
を
も
と
に
介
護
保
険
料

の
計
算
を
行
い
、
そ
の
決
定

通
知
書
を
７
月
下
旬
ご
ろ
に

郵
送
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
よ
り
、
で
き

る
限
り
所
得
の
状
況
に
配
慮

し
た
き
め
細
か
な
保
険
料
と

す
る
た
め
、
所
得
段
階
を
25

の
区
分
に
分
け
て
い
ま
す
。

市
町
村
民
税
や
世
帯
の
状
況

等
に
よ
っ
て
該
当
す
る
所
得

段
階
に
よ
り
保
険
料
額
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

●
納
付
方
法　

納
付
方
法
に

は
、
年
金
か
ら
天
引
き
で

納
め
る
場
合
と
納
付
書
、

口
座
振
替
で
納
め
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
納
め
忘
れ

も
な
く
安
心
で
す
。

　
　

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ

り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
決
定
通
知
書
と

同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

● 問い合わせ　役場福祉人権課高齢者支援係または福岡県介護保険広域連合
総務課収納管理係☎（０９２）６４３局７０５５番まで

65
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
！

2018.６−12



今
後
、
当
院
が
鞍
手
町
唯
一
の
病
院
（
20
床
以
上

の
入
院
施
設
を
持
つ
医
療
機
関
）
と
し
て
、
地
域
に

お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
に
加
え
、
福
岡
県
が
策
定
し
た
地
域
医

療
構
想
や
国
の
医
療
政
策
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
将
来
に
わ
た
っ
て
鞍
手
町
民
の
み
な
ら
ず
地
域
住

民
の
「
安
全
・
安
心
な
医
療
の
提
供
」
を
継
続
し
て

い
く
た
め
、
く
ら
て
病
院
設
置
者
で
あ
る
「
鞍
手
町
」

と
連
携
し
、
新
病
院
の
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
進
捗
と
し
て
は
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
※
）

に
て
設
計
業
務
を
委
託
す
る
事
業
所
の
選
定
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
病
院
の
構
想
は
、
町
民
に
と
っ
て
安
全
安
心
な

医
療
の
提
供
に
加
え
、
こ
の
地
域
で
地
域
医
療
を
け

ん
引
し
て
い
こ
う
と
す
る
医
師
、
ま
た
地
域
医
療
を

担
う
多
く
の
医
療
従
事
者
等
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
医
師
の

招し
ょ
う
へ
い聘
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

職
員
一
同
、
新
し
い
体
制
で
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域

住
民
の
皆
様
に
将
来
に
わ
た
っ
て
優
れ
た
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

くらて病院の新体制と
　　　　今後の構想について

地方独立行政法人くらて病院　理事長   河野公俊

平
成
30
年
４
月
、
田
中
宏
明
医
師
（
整
形
外
科
）

を
新
病
院
長
と
し
た
新
し
い
体
制
で
診
療
を
開
始
し

ま
し
た
。

昨
年
度
末
に
前
病
院
長
を
は
じ
め
常
勤
医
師
６
名

が
退
職
い
た
し
ま
し
た
内
科
の
診
療
体
制
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
診
療
を
行
っ
て
い
た
嘱
託
内
科

医
師
３
名
に
加
え
、
私
自
身
を
含
む
内
科
常
勤
医
師

２
名
及
び
週
４
回
勤
務
の
透
析
専
門
の
医
師
が
加
わ

り
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
来
診
療
に
つ
き
ま
し
て
も
、
い
ま
だ
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
近
隣
大
学
病
院
の
ご
支
援
も
い
た

だ
き
呼
吸
器
内
科
、
消
化
器
内
科
及
び
脳
神
経
外
科

は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
く
の
患
者
様
を
診
療
で
き

る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

当
院
の
事
情
に
よ
っ
て
他
院
を
受
診
さ
れ
た
患
者

様
も
、
再
度
当
院
で
の
診
療
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

柔
軟
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
現
在
診
療
を

受
け
て
い
る
医
師
と
ご
相
談
の
う
え
、
当
院
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
も
さ
ら
に
入
院
を
含
め
た
診
療
体
制
を
拡
充

す
べ
く
、
医
師
の
招し

ょ
う
へ
い聘
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

鞍
手
町
及
び
周
辺
地
域
で
は
、
当
面
高
齢
者
人
口

の
増
加
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
地
域
医

療
の
中
心
と
し
て
、
当
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
非

常
に
重
大
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
長
期
的
に
は
、
地
域
の
活
性
化
、
住

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
次
の
世
代
に
も
よ

り
良
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
体
制
に
つ
い
て

今
後
の
構
想
に
つ
い
て

昭和50年／九州大学医学部卒業、九州大学
医学部第一内科入局（内科勤務医）
昭和62年／大分医科大学医学部助教授
平成６年／九州大学医学部助教授
平成８年／産業医科大学医学部教授
平成23年／産業医科大学学長
平成26年／産業医科大学名誉教授、顧問

く
ら
て
病
院
理
事
長

河こ

う

の野  

公き
み
と
し俊

※プロポーザル方式…業務の委託先を選定する際に、複数の者に企画を提案してもらい、その中から優れた提案を行った者を選定すること。
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今
月
の
納
税
（
６
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
１
期

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
１

期納
期
限
は
６
月
25
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月

か
ら
口
座
振
替
が

で
き
ま
す
。
申
込

用
紙
は
町
内
の
金

融
機
関
や
役
場
税

務
住
民
課
に
あ
り

ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

税
金
は
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

税
金
は
、
町
の
財
政
に
と
っ

て
大
切
な
財
源
で
す
。
こ
の

財
源
は
町
の
運
営
や
皆
さ
ん

の
福
祉
・
教
育
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
税
金
は
納
期

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合

は
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

６
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
６
月
１
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
６
月
14
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

６
月
27
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉

補
聴
器
）

　
　

役
場
で
の
相
談
は
、
受

付
順
の
番
号
札
を
配
布
し

ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
６
月
７
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

６
月
26
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
６
月
28
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

鞍
手
地
区
就
学
相
談

鞍
手
地
区
就
学
相
談
委
員

会
で
は
、
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
特
別
支
援
学
校
で
子

ど
も
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る

か
ど
う
か
を
考
え
て
い
る
保

護
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お

り
無
料
の
就
学
相
談
を
行
い

ま
す
。
相
談
に
は
事
前
の
申

込
が
必
要
で
す
。

●
と
き
　
９
月
３
日
（
月
）、

４
日
（
火
）、
５
日
（
水
）、

７
日
（
金
）
ま
で
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

宮
若
市
中
央
公
民

館
（
宮
若
市
２
９
番
地
１
）

●
申
込
期
限　

６
月
８
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
学

校
教
育
係
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き
　
６
月
11
日
（
月
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

税
金

相
談

☎ 問い合わせ先 ☎

く

しの
情
報

Calendar
2018 ６
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

ら



一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
行

政
相
談
委
員
の
皆
さ
ん
が
、

あ
な
た
の
悩
み
に
お
こ
た
え

し
ま
す
。

●
と
き　

６
月
25
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

障
が
い
に
関
す
る
相
談
は

お
気
軽
に
町
の
相
談
員
へ

町
で
は
、
身
体
障
が
い
及

び
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
の

生
活
等
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
相
談
員
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
障
が
い
に
関
す
る
お

悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
身
体
障
害
者
相
談
員　
　

白
木
憲
光
さ
ん
☎
（
０
９

０
）
８
７
６
０
局
８
２
９

３
番

●
知
的
障
害
者
相
談
員　
　

中
岡
博
幸
さ
ん
☎
４
２
局

６
６
６
２
番

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
で

日
曜
街
か
ど
労
働
相
談
会

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援

事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り

日
曜
街
か
ど
労
働
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
賃
金
未
払
い
、

解
雇
、
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
働
く
う
え
で
の
悩
み
や
問

題
の
解
決
を
個
別
相
談
ブ
ー

ス
に
て
相
談
担
当
者
が
お
手

伝
い
し
ま
す
。
相
談
内
容
に

よ
り
弁
護
士
相
談
も
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
と
き　

６
月
24
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
（
受
付
は
午
後
５
時

30
分
ま
で
）。
弁
護
士
相
談

は
午
後
３
時
か
ら
５
時
ま

で
●
と
こ
ろ　

イ
オ
ン
穂
波
店

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
筑

豊
労
働
者
支
援
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

１
１
４
９
番
ま
で

く
ら
じ
の
郷

ふ
れ
あ
い
棟
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
勤
労
者
ふ

れ
あ
い
棟
（
体
育
館
）
の
６

月
の
休
館
日
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●
休
館
日　

４
日
（
月
）、
11

日
（
月
）、
17
日
（
日
）、

18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）

で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

くらしの情報

15−2018.６

お
知

ら
せ

白石塾
お気軽にお問い合わせください。
個々の能力を最大限にのばします。

0949-42-7142

高 校 受 験

伝統と実績 SINCE 1970 3,580 名の卒塾生に支えられ 48 年
【夏期講習概要】【平常授業概要】 期間：７月28日 ～ ８月28日

①個別授業と一斉授業の両立
②中１から入試５科目
③部活対応（授業開始 PM7:30）

特
色

学 年 科 目 日 数 時 間 月 謝
中１・２コース 国・数・社・理・英 18日間 19:30~22:00 32,000円

中
３

東筑
鞍高 国・数・社・理・英 21日間 9:00~15:00 49,000円

公立コース 国・数・社・理・英 21日間 9:00~15:00 49,000円

学 年 科 目 曜 日 授業時間 受 講 料
小５・６ 国・算 月・水 17:00~18:00 7,000 円
中１・２ 国・数・社・理・英 月・水・金 19:30~22:00 17,000円

中３ 国・数・社・理・英 火・木・土 19:30~22:30 19,000円

コース

平成 30年度

鞍手町国民健康保険
健康ポイント事業
町では、国民健康保険に加入している皆さんの健康意識の向上及

び健康づくりの促進を図ることを目的として、「鞍手町国民健康保険
健康ポイント事業」を実施します。年度ごとに特定健診を受診した
り、健康事業等に参加すると、取り組みに応じて健康ポイントが付き、 
10 ポイント貯まると、景品と交換することができます。
● 対象者　健康ポイント事業に参加する年度に鞍手町国民健康保険に

加入している 19 歳以上 75 歳以下の人（平成 31 年３月 31 日時点）
● 参加方法　
①ポイントカードの交付申請

事業に参加するにはポイントカードが必要です。まずは、ポイント
カードの交付申請（下表参照）をしましょう。
②対象事業への参加

ポイントカードに記載されている対象事業に参加し、健康ポイント
を集めましょう。
③景品との交換（サングリーン鞍手で使える商品券、町内指定店舗商品
　（2,000円程度））

健康ポイントが 10 ポイント貯まったら景品と交換できます（１人１回
まで）。交換するには役場で申請をしてください（下表参照）。申請期
間は平成 30 年 12 月３日（月）から平成 31 年１月 31日（木）まで

● 健康ポイントがもらえる事業
・特定健診受診（特定健診、基本健診、情報提供）
・各種検診受診（胃がん、肺がん、大腸がん、乳がん、

子宮がん、前立腺がん、肝炎ウイルス検診）
・健康増進に係る事業（スマイルアップ教室、はつら

つビデオ体操、男性の料理教室、子どもクッキング、
わくわくクッキング、食進会活動）

・健康づくりのためのイベント等（自己の健康管理、
メタボ非該当、元気まつり健康相談、献血、ジェネリッ
ク医薬品希望）

＊詳しくはポイントカードに記載しています。● 問い合わせ　役場保険健康課国保年金係まで

申請内容 申請に必要なもの 申請場所
ポイントカードの交付 国民健康保険被保険者証 役場保険健康課

国保年金係窓口景品との交換 ポイントカード



同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

街
頭
啓
発
と
講
演
会
を

行
い
ま
す

町
で
は
、
７
月
の
同
和
問

題
啓
発
強
調
月
間
に
合
わ
せ
、

次
の
と
お
り
啓
発
事
業
と
し

て
街
頭
啓
発
及
び
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

■
街
頭
啓
発

●
と
き
・
と
こ
ろ　

７
月
２

日
（
月
）
▽
午
前
７
時
か

ら
＝
鞍
手
駅
前
▽
午
前
11

時
30
分
か
ら
＝
ス
ー
パ
ー

川
食
前
、
ト
ラ
イ
ア
ル
前
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
前
、

サ
ン
グ
リ
ー
ン
鞍
手
前
▽

午
後
５
時
30
分
か
ら
＝
鞍

手
駅
前
、
ス
ー
パ
ー
川
食

前
、
ト
ラ
イ
ア
ル
前　
　

※
い
ず
れ
も
30
分
程
度

●
内
容　

啓
発
グ
ッ
ズ
（
テ

ィ
ッ
シ
ュ
）
の
配
布

■
講
演
会

●
と
き　

７
月
24
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
演
題　

ち
ょ
っ
と　

心
を

か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か

●
講
師　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
ン

ド
「
熱
と
光
」（
宮
崎 

保

さ
ん
、
滝
口  

準
さ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
、
申
請
の
あ
っ
た

次
の
１
社
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
。
水
道
工
事
は
町
が
指

定
し
た
工
事
事
業
者
し
か
で

き
ま
せ
ん
。

●
株
式
会
社
バ
イ
オ
テ
ッ
ク

▽
住
所
＝
福
津
市
福
間
南

１
丁
目
２
０
番
３
０
号
▽

電
話
＝
（
０
９
４
０
）
４

３
局
４
４
２
１
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
庶
務
係
ま
で

木
造
戸
建
て
住
宅
の

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

地
震
に
よ
る
木
造
戸
建
て

住
宅
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、
県

で
は
次
の
と
お
り
、
平
成
30

年
度
に
行
う
耐
震
改
修
工
事

ま
た
は
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の

設
置
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
町
内
に
対
象

と
な
る
住
宅
を
有
し
、
耐
震

改
修
工
事
等
を
計
画
し
て
い

る
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
住
宅　

次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
住
宅
が
対

象
で
す
。
①
鞍
手
町
内
で

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
ま
た
は
着
工
さ
れ

た
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建

て
の
住
宅
②
耐
震
診
断
の

結
果
、
建
物
の
構
造
評
点

が
1.0
未
満
で
あ
る
こ
と
③

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
工
事
に
よ
っ
て
建
物
の

構
造
評
点
が
1.0
以
上
と
な

る
も
の
④
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

等
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
等
が
居
住
し
て
い
る

こ
と
⑤
建
築
基
準
法
等
に

違
反
し
て
い
な
い
こ
と
⑥
現

に
入
居
者
が
い
る
こ
と

●
申
込
資
格　

対
象
と
な
る

住
宅
の
所
有
者
で
、
税
な

ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

●
助
成
金
額　

▽
耐
震
改
修

工
事
＝
工
事
に
要
す
る
費

用
の
25
パ
ー
セ
ン
ト
（
上
限

30
万
円
）
▽
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
等
設
置
＝
設
置
に
要

す
る
費
用
の
23
パ
ー
セ
ン

ト
（
上
限
15
万
円
）

●
申
込
受
付　

役
場
建
設
課

建
築
係
窓
口
で
随
時
受
付

（
た
だ
し
県
の
予
算
額
に
達

し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
の
際

は
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。
受
付
時

間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設

課
建
築
係
ま
で

６
月
定
例
町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

鞍
手
町
議
会
６
月
定
例
会

を
開
会
し
ま
す
。
一
般
質
問
と

議
案
質
疑
の
日
程
（
予
定
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。
開
会
時
間

は
午
後
１
時
、
受
付
時
間
は
正

午
か
ら
。
傍
聴
の
定
員
は
30
人

で
す
。

●
一
般
質
問　

６
月
11
日

（
月
）、
12
日
（
火
）
開
会

時
間
は
午
後
１
時
。
た
だ

し
、
一
般
質
問
が
11
日
で

終
了
す
れ
ば
12
日
は
休
会

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一

般
質
問
は
手
話
通
訳
に
よ

る
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

●
議
案
質
疑　

６
月
13
日

（
水
）
開
会
時
間
は
午
後

１
時

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
議

会
事
務
局（
役
場
内
）ま
で

手
話
を
使
っ
て

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
手

話
奉
仕
員
養
成

講
座
（
入
門
編
）

を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

７
月
10
日
か
ら
12

月
11
日
ま
で
の
毎
週
火
曜

日
。
時
間
は
午
後
７
時
か

ら
９
時
ま
で
（
全
22
回
）

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
募
集
人
員　

20
人

●
申
込
資
格　

高
校
生
以
上
で

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、

テ
キ
ス
ト（
入
門
編
＋
基
礎

編
＋
Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ッ
ト
）
代

３
千
２
４
０
円
が
必
要
）

●
申
込
期
限　

７
月
２
日

（
月
）。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

家
庭
介
護
介
助
者

養
成
講
座
の
ご
案
内

家
庭
介
護
に
直
面
し
て
い

る
人
、
介
護
分
野
に
従
事
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
家
庭
介
護
介
助
者
養
成

講
座
を
行
い
ま
す
。
す
ぐ
に

役
立
つ
知
識
や
技
術
、
介
護

に
対
す
る
正
し
い
考
え
方
や

介
助
方
法
の
習
得
を
目
的
と

し
た
講
座
で
、
参
加
費
は
無

料
で
す
。
受
講
を
希
望
す
る

人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

▽
宮
若
コ
ー
ス
＝

①
９
月
30
日
（
日
）
②
10

月
７
日
（
日
）
▽
直
方
コ
ー

ス
＝
①
７
月
８
日
（
日
）

②
15
日
（
日
）。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午

後
１
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

▽
宮
若
コ
ー
ス

＝
若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー「
ハ
ー
ト
フ
ル
」（
宮

若
市
福
丸
２
７
２
番
地
１
）

▽
直
方
コ
ー
ス
＝
直
方
市

中
央
公
民
館
（
直
方
市
津

田
町
７
番
20
号
）

●
内
容　

介
護
の
ス
ト
レ
ス

を
ケ
ア
し
よ
う
、
最
新
の

介
護
保
険
制
度
等

●
募
集
人
員　

各
コ
ー
ス
20

人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
☎
（
０
９
２
）
４
３
２

局
６
２
６
６
番
ま
で
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動
物
愛
護
と
適
正
飼
育

犬
・
猫
の
譲
渡
や

飼
い
方
の
講
習
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す

福
岡
県
動

物
愛
護
セ
ン

タ
ー
で
は
、

人
と
動
物
が

共
生
で
き
る

社
会
を
目
指

し
て
動
物
愛

護
と
適
正
な
飼
育
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
犬
・
猫
の
譲
渡
を

受
け
た
い
人
や
、
各
教
室
・

講
座
に
興
味
の
あ
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.zaidan-fukuoka-

douai.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
事
業　

犬
・
猫
の
譲
渡
、

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
人
の

た
め
の
講
習
会
、
犬
の
し

つ
け
方
教
室
、
猫
と
幸
せ

に
暮
ら
す
た
め
の
講
座
、

夏
休
み
動
物
愛
護
教
室　

※
参
加
は
無
料
で
、
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
な
お
、
犬
・
猫
の

譲
渡
に
は
一
定
の
条
件
が

あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
古
賀

市
小
竹
１
３
１
番
地
２
）

☎
（
０
９
２
）
９
４
４
局

１
２
８
１
番
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

就
業
を
支
援
し
ま
す

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
次
の
と

お
り
、
ひ
と

り
親
家
庭
の

お
母
さ
ん
や

お
父
さ
ん
、
ま
た
か
つ
て
母

子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
の
人
を

対
象
に
医
療
事
務
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

●
と
き　

７
月
６
日
か
ら
８

月
３
日
ま
で
の
月
・
水
・

金
曜
日
。
た
だ
し
、
７
月

16
日
（
月
・
祝
）
は
除
く
。

時
間
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
直
方
総

合
庁
舎

●
募
集
人
員　

15
人
（
書
類

選
考
、
開
講
人
数
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
）

●
受
講
料　

無
料
。
た
だ
し

テ
キ
ス
ト
・
検
定
料
の
一
部

（
６
千
円
）
は
自
己
負
担

●
託
児　

有
（
事
前
予
約
制
、

託
児
対
象
年
齢
は
１
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
）

●
申
込
期
限　

６
月
20
日

（
水
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は

福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン

チ
☎
（
０
９
４
８
）
２
１

局
０
３
９
０
番
ま
で

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

６
月
分
以
降

の
児
童
手
当
を

受
け
取
る
に

は
、
現
況
届
が

必
要
で
す
。
現
況
届
の
必
要

な
人
は
、
役
場
福
祉
人
権
課

よ
り
届
出
書
を
郵
送
し
ま
す
。

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、

資
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以

降
の
児
童
手
当
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

お
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
係
ま
で

事
業
主
の
み
な
さ
ん

労
働
保
険
の
更
新
を

お
忘
れ
な
く

雇
用
保
険
と
労
災
保
険
を

総
称
し
て
労
働
保
険
と
言
い

ま
す
。
従
業
員
を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
る
事
業
所
は
、労
働

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

福
岡
労
働
局
で
は
、次
の
と

お
り
労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
を
行
い
ま
す
。事
業
主

の
皆
さ
ん
は
忘
れ
ず
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
申
告
・
納
付
期
間　

６
月

１
日
（
金
）
か
ら
７
月
10

日
（
火
）
ま
で

●
手
続
き
場
所　

最
寄
り
の

銀
行
・
郵
便
局
な
ど
の
金

融
機
関
、
労
働
基
準
監
督

署
、
福
岡
労
働
局

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

課
☎
（
０
９
２
）
４
３
４

局
９
８
３
３
番
ま
で
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① がん早期発見　② 一度にほぼ全身チェック　③ 苦痛なく短時間（3.5時間）

・健康状態に不安のある方
・がん家系の方　
・安心したい方
・人間ドックやがん検診を受けていない方
・がん経験者（現在症状はないが再発・
　転移を確認したい）

・健康状態に不安のある方
・がん家系の方　
・安心したい方
・人間ドックやがん検診を受けていない方
・がん経験者（現在症状はないが再発・
　転移を確認したい）

是非、このような方はご検討ください

0120-66-2503 〒803-0812 北九州市小倉北区室町3-1-2検索北九州PET
北九州PET健診センター

PCサイト
①お電話ください ②インターネットにて

資料請求・お問い合わせ

PET検査の特徴

全身のがんチェック

PETがん健診を受けてみませんか？を受けてみませんか？

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
者
を

支
援
し
ま
す

町では高齢者の移動方法を支援し、交通事故
の減少を目指すことを目的として、町内在住で
すべての運転免許証を自主返納した 70 歳以上
の人を対象に「コミュニティバス等の乗車券」
または「タクシー乗車券」のどちらか１つを交
付します。
● 対象者　次の要件をすべて満たす人が対象

です。①町内に住んでいる人（町の住民基
本台帳に記載されている人）②満 70 歳以上
の人で運転免許証を有効期限内に自主返納
した人　※免許証の有効期限切れによる失
効は対象外です

● 助成内容　次の①か②のどちらかを１人に
つき１回まで交付します。①町のコミュニ
ティバス等の回数乗車券（100 円券 12 枚つ
づり）20 冊②タクシーで利用できる回数乗
車券（500 円券 10 枚つづり）４冊　※ただ
し利用できるタクシー会社は直鞍旅客自動
車協同組合に加入しているタクシー会社に
限ります

● 申請に必要なもの　警察署や運転免許セン
ターで交付された「申請による運転免許の
取消通知書」の写し、印かん

● 申込期間　免許証を自主返納した日（取消
通知書の取消日）から起算して１年間

● 申し込み・問い合わせ　役場総務課庶務管
財係まで

満70歳以上の人が対象です



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

交
通
事
故
な
ど
で

け
が
を
し
た
と
き
は

必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
役
場
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
ま

ま
診
療
を
受
け
よ
う
と
し
た

場
合
、「
国
保
が
使
え
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
で
の
窓

口
負
担
額
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
で
済
む
限
度
額
適
用

認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま
せ

ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高
額

な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と

き
は
前
も
っ
て
手
続
き
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
７
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
18
年
７
月
１
日

か
ら
７
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
６
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で
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のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【４月中】 【累　計】
件 数 12 件（＋14） 件 数 36 件（＋16）

死 者 00 人（±10） 死 者 221 人（＋11）

傷 者 14 人（＋15） 傷 者 52 人（＋10）

直方警察署管内での犯罪発生状況
【４月中】 【累　計】

刑法犯総数 58 件（－14） 刑法犯総数 162 件（－ 57）

車上ねらい 2 件（－ 2） 車上ねらい 57 件（－ 13）

自転車盗難 006 件（－ 3） 自転車盗難 19 件（－ 16）

空き巣 0 2 件（－ 2） 空き巣 27 件（＋ 9）

2018.６−18

　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

● とき　７月 11 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま
（中間市通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

６月の
休日在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

●３日（日）のりまつ医院（猪倉）
☎４２局７００８番

生活安全課からのお知らせ

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページで校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

中央公民館内のこどものとしょ
しつで、子どもを対象としたお話の
会を行います。親子で聞きに来てみ
ませんか。
● とき　６月９日（土）午前 11 時

から
● ところ　中央公民館（こどもの

としょしつ）
● 問い合わせ　中央公民館まで

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

子どもの
お話の会

（かっこ内は前年比）



介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

７
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
28
年
７
月
２
日
か
ら
８

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

６
月
27
日

（
水
）、
28
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
書
類
、
印
か
ん
、

取
り
に
来
る
人
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

高
齢
者
の
た
め
の

し
ご
と
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

合
同
説
明
会
を
行
い
ま
す

福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り

「
職
場
や
地
域
で
活
躍
し
た

い
」「
社
会
の
た
め
に
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
う
高
齢
者
の

皆
さ
ん
を
後
押
し
す
る
た
め
、

し
ご
と
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合

同
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
企

業
と
の
面
談
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、

専
門
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
希

望
を
丁
寧
に
お
伺
い
す
る
相

談
ブ
ー
ス
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人

●
と
き　

６
月
19
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分

ま
で
（
受
付
は
午
後
０
時

30
分
か
ら
３
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

立
岩
交
流
セ
ン

タ
ー
（
飯
塚
市
新
飯
塚

２
０
番
３
０
号
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
70

歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
飯

塚
オ
フ
ィ
ス
☎（
０
９
４
８
）

２
１
局
６
０
３
２
番
ま
で

ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ
旅

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

「
担
い
手
」
募
集
中
�

ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ
旅
は
、

直
方
・
鞍
手
地
域
を
訪
れ
た

人
々
に
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

暮
ら
し
な
ど
直
鞍
な
ら
で
は

の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
「
学

び
」
や
「
体
験
」
を
通
し
て
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
「
ふ

れ
あ
い
」
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
体
験
交
流
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

地
域
の
素
材
を
使
っ
た
も

の
づ
く
り
や
自
然
・
歴
史
を

感
じ
る
体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
あ
な
た
の
特
技
や
経

験
を
活
か
し
た
特
別
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
「
担
い

手
」
と
し
て
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
申
込
締
切　

６
月
29
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
市
観

光
物
産
振
興
協
会
☎
２
８

局
８
１
３
５
番
ま
た
は
役
場

政
策
推
進
課
政
策
係
ま
で

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

で
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研

修
の
受
講
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

●
研
修
内
容　

介
護
に
必
要

な
講
義
・
実
技

●
と
き　

９
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
３
月
２
日
ま
で
の

指
定
の
土
曜
日
（
全
25
回
）

●
と
こ
ろ　

飯
塚
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
川
津

６
８
０
番
地
４
１
）

●
募
集
人
員　

２
人
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料　

２
万
円

●
申
込
期
限　

７
月
31
日（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
次
の
と
お
り
、
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
内
配
布
・
申
込
締
切

６
月
８
日
（
金
）
ま
で

●
募
集
案
内
配
布
場
所　

福

岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊

管
理
事
務
所
直
方
出
張
所
、

役
場
建
設
課
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
管
理
課
☎
（
０
９
２
）

７
８
１
局
８
０
２
９
番
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
案
内

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
候

補
生
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

７
月
７
日（
土
）、

８
日
（
日
）
予
定

●
試
験
会
場　

小
倉
駐
屯
地
等

●
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

●
受
験
資
格　

平
成
31
年
４

月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
人

●
申
込
期
限　

６
月
22
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

４
８
４
７
番
ま
で

平
成
30
年
度

狩
猟
免
許
試
験

平
成
30
年
度
狩
猟
免
許
試

験
（
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
１

種
銃
猟
、
第
２
種
銃
猟
）
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

７
月
26
日
（
木
）

受
付
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
９
時
25
分
ま
で

●
試
験
会
場　

庄
内
交
流
セ

ン
タ
ー
（
飯
塚
市
有
安

８
３
０
番
地
３
）

●
申
込
期
限　

７
月
13
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
込
方
法

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
飯

塚
農
林
事
務
所
農
山
村
振

興
課
☎
（
０
９
４
８
）
２
１

局
４
９
５
３
番
ま
で

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
30
年
度
の
福
岡
県
介
護
支

援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

10
月
14
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
大
学
（
福

岡
市
城
南
区
七
隈
）
ま
た

は
九
州
国
際
大
学
（
北
九

州
市
八
幡
東
区
平
野
）

●
受
験
申
込
書
の
配
布　

県

内
各
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
、
県
庁
高
齢
者
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
、
役
場
福

祉
人
権
課
高
齢
者
支
援
係

な
ど
で
配
布
（
申
込
締
切

ま
で
）

●
申
込
締
切　

６
月
26
日（
火
）

（
消
印
有
効
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人
福
岡
県

介
護
支
援
専
門
員
協
会

☎
（
０
９
２
）
４
３
１
局

４
５
９
０
番
ま
で

くらしの情報

19−2018.６

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！
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試
験



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・４月の人の動き

平成 30 年６月号  No.702

・人口　16,186 人
・男性　 7,698 人
・女性　 8,488 人
・世帯数  7,516 世帯

（平成 30 年４月 30 日現在）

・出生  6 人
・死亡  18 人
・転入  33 人
・転出    54 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

６月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 金 補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）

2 土

3 日 くらてのまるしぇ（くらじの郷：10時～14時）

4 月 特設人権相談所（くらじの郷：10時～15時）

5 火 鞍手町人権教育学級（中央公民館：14時～、６ページ参照）

6 水

7 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、９ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、14ページ参照）

８ 金

９ 土 子どものお話の会（中央公民館：11時～、18ページ参照）

10 日

11 月 一般献血（役場玄関前：９時～12時、13時～16時、９ページ参照）
無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、14ページ参照）

12 火 鞍手町人権教育学級（中央公民館：14時～、６ページ参照）
乳幼児相談（福祉センター、９ページ参照）

13 水

14 木 ４か月健診（福祉センター、９ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、14ページ参照）

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水 鞍手町人権教育学級（中央公民館：14時～、６ページ参照）

21 木

22 金

23 土 人権問題地区学習会（新延小学校：９時45分～11時 30分、６ペー
ジ参照）

24 日 人権問題地区学習会（剣北小学校：10時～11時30分、６ページ参照）

25 月 町県民税（第１期）、国民健康保険税（第１期）納期限（14ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、15ページ参照）

26 火 鞍手町人権教育学級（中央公民館：14時～、６ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、14ページ参照）

27 水 補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、19ページ参照）

28 木
７か月、12か月健診（福祉センター、９ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、14ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、19ページ参照）

29 金

30 土

　

テーマ
「食物繊維をしっかりと�」

■材料（４人分）
鶏もも肉（240g）、たまねぎ（150g）、しめじ（80g）、生
しいたけ（60g）、バター（40g）、小麦粉（大さじ４）、牛
乳（800cc）、鶏ガラスープの素（小さじ２）、マカロニ（80g）、
溶けるチーズ（４枚）、パルメザンチーズ（大さじ２）、パ
セリ（４g）、塩（小さじ 2/3）、こしょう（少々）

【マカロニグラタン】　１人当たりの栄養価　386kcal

■作り方
① 鶏肉は１cm 角に、たまねぎは薄

切りにする。しめじは軸を落と
してほぐしておく。マカロニは
固めにゆでておく。

② バターを溶かして、たまねぎ、し
いたけ、鶏肉の順に炒める。鶏
肉に火が通ったら、火を止めて
小麦粉をふり入れよく混ぜる。

③ 小麦粉が混ざったら、牛乳、鶏ガラスープの素、マカロ
ニを入れ、とろみがつくまで中火で煮詰める。

④ 塩、こしょうで味つけする。
⑤ グラタン皿に具を移し、溶けるチーズ１枚を上にのせ、

パルメザンチーズをふりかけ、オーブンで焼く。できあ
がりにみじん切りのパセリをふる。

■材料（４人分）
小松菜（240g）、なめこ（40g）、えのき（40g）、しめじ（40g）、
酒（小さじ２）、みりん（小さじ２）、しょうゆ（小さじ２）、
しょうがの千切り（10g）
■作り方
① なめこはさっと洗う。えのきは

石づきを除いて、２cm 長さに
切る。しめじは石づきを除いて
ほぐす。

② 鍋に①と酒、みりん、しょうゆ
としょうがの千切りを入れ、か
さが半分になるくらいまで煮る。

③ 小松菜は茹でて、３cm 長さに切り、水けをよくしぼる。
②を加えて和える。

【小松菜のなめたけ和え】　１人当たりの栄養価　30kcal

～食物繊維の効能～
①糖尿病予防　食品に含まれる糖質の消化、吸収が遅く

なり、食後血糖値の上昇が緩やかになります。
②肥満予防　食物繊維が多い食品はよく噛むことが必要

で、食事をゆっくりと食べることになり満腹感が得ら
れやすく、食べすぎを防ぎます。
③動脈硬化予防　脂質やコレステロールの吸収を抑える

働きがあります。


